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Ⅷ 結びに 

 第２4 回海外研修は、9 地区の代表生徒２2 名（男子 14 名、女子 8 名）と、三輪政道団長 

（千葉県立清水高等学校長）を含む引率者３名で実施しました。参加者をはじめ、ご支援いただいた

保護者・学校関係者の皆様に心より感謝を申し上げます。 

 本協会の海外研修は、第１～１０回がオーストラリア方面で、第１１～１５回がカナダ・アメリカ方面

で、第１６～１９回がベトナム方面で実施されました。その後、国際化事業推進委員会で研修先等を

検討し、研修先をタイ王国に変更し準備を進めてきましたが、第２０～２２回までは、東京オリンピック 

開催やコロナ禍の影響等を受け中止となり、実施することができませんでした。しかし、昨年度、コロナが 

第５類へと移行し、４年ぶりにタイ王国で研修が実施されました。そして、今年度も昨年度に引き続きタイ

王国で海外研修が実施されました。 

夏休み開始とともにこの研修が始まります。大半の参加生徒は初めての海外ということで、海外研修へ

向けた準備や初めて顔を会わせる仲間にわくわく感と緊張感で精神的にも負担が大きかったと思われます。  

参加生徒の感想やアンケート結果を見ると、企業や研究機関への訪問では、タイで成長産業の一つであ

るロボット関連産業において、人協働ロボットの製作過程や様々な設備・技術の見学ができたこと、また、

バンコク市内やアユタヤの歴史ある文化遺産の見学、古くから日本との係わりがあることや英語の必要性を

学べたことなど、とても充実した研修ができたようです。 

タイ王国は多くの日本企業が進出しており、今回は実現ができませんでしたが、日本から支援されている

大学もいくつかあり、親日的な国で治安も安定しています。近年、目覚ましい経済発展を遂げており、 

活気あふれるタイ王国の雰囲気を肌で感じられたことと思います。 

 世界では、テロや紛争が起り、国際社会の政治情勢が不安定な状況が続いている一方で、グローバル

化の時代を迎えています。工業だけでなく様々な分野において海外で活躍できる人材が求められています。

このような時代だからこそ、今後の海外研修は、国際化事業推進委員会を中心に多くの皆様からの 

ご意見をいただきながら、さらに工夫改善を図り、より充実したものにしていきたいと考えております。 

 この海外研修に参加した生徒の皆さんにとって、高校時代の多感な思春期における貴重な海外体験が

できたことと思います。それぞれの高校生活やこれからの人生に役立つことを期待し、参加された皆さんの 

今後の活躍を心から祈念いたします。 

最後に、この研修を実施するにあたり、ご尽力をいただきました関係者の皆様に心から厚く感謝を申し 

上げます。 

（なお、この報告書は、本協会のホームページにも掲載いたします） 

国際化事業推進委員会委員                      全工協会事務局 

委員長 三輪 政道 （千葉県立清水高等学校長）            渡邉   隆（事務局長） 

委員   山﨑 正義 （埼玉県立大宮工業高等学校長）        湯澤 修一（事務次長） 

委員   森田 常次 （東京都立多摩科学技術高等学校長）     江口 敏彦（事務次長） 

委員   佐藤 正吾 （東京都立科学技術高等学校長）          

委員   及川 博伸 （神奈川県立向の岡工業高等学校長） 

引率 三輪 政道（千葉県立清水高等学校長） 

小倉 幹宏（栃木県立栃木工業高等学校） 

                       赤尾 麻衣（千葉県立清水高等学校）   


